
人・地域・産業を創造する
積極的投資戦略

令和６年度 加賀市当初予算最重要事業



予算額 前年度比

１一般会計予算
（借換債を除く場合）

342億8,100万円
（338億5,402万円）

＋2億9,500万円
（△2,632万円）

＋0.9%
（△0.1%）

２特別会計予算
(5会計)

156億6,670万円 ＋9,130万円 ＋0.6%

３企業会計予算
(3会計)

（借換債を除く場合）

217億4,850万円

（209億7,072万円）

＋33億9,090万円

（＋28億9,992万円）

＋18.5%

（＋16.0%）

全会計の予算総額
（借換債を除く場合）

716億9,620万円
（704億9,144万円）

＋37億7,720万円
（＋29億6,490万円）

＋5.6%
（＋4.4%）

令和６年度 加賀市当初予算概要

（参考）地方財政計画の伸び率＋1.7%
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2加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略

●「人」への投資戦略
・子育て支援の更なる充実

・教育ビジョンの加速化事業（Be The Player）

・DX 人材リスキリング促進

・若者活躍への支援

●「地域」への投資戦略
・新交通体系の構築

・若者向け住宅の整備

・加賀温泉駅周辺開発整備

人・地域・産業への投資戦略



3加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略

●「産業」への投資戦略
・北陸新幹線誘客プロモーション事業

・スタートアップエコシステムの構築

・加賀市版スマートパス構想の推進

・産業団地の構築

人・地域・産業への投資戦略
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「人」への投資戦略＝子育て支援の更なる充実

保育料完全無償化事業 70,000千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略

学用品費等の保護者負担軽減事業
41,000千円予 算

子ども向け交通無償化事業 5,000千円予 算
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「人」への投資戦略＝教育ビジョンの加速化事業
（Be The Player）

学校教育ビジョン推進事業
147,314千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略
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「人」への投資戦略＝DX 人材リスキリング促進

ＤＸ人材リスキリング促進事業 30,000千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略
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「人」への投資戦略＝若者活躍への支援

若者活躍支援事業 139,172千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略
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「地域」への投資戦略＝新交通体系の構築

乗合タクシー高度化（AIオンデマンド）事業
65,455千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略

加賀市版ライドシェア事業
1,000千円予 算
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「地域」への投資戦略＝若者向け住宅の整備

若者向け定住賃貸住宅整備事業

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略

3,000千円予 算

住宅供給
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「地域」への投資戦略＝加賀温泉駅周辺開発整備

加賀温泉駅周辺施設整備事業 1,510,500千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略
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北陸新幹線誘客プロモーション事業

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略

29,550千円予 算

「産業」への投資戦略＝北陸新幹線誘客
プロモーション事業
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「産業」への投資戦略＝スタートアップ
エコシステムの構築

スタートアップ支援事業 88,334千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略
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「産業」への投資戦略＝加賀市版
スマートパス構想の推進

加賀市版スマートパス事業
12,600千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略
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片山津IC産業団地拡張整備及び誘致事業
13,700千円予 算

加 賀 市 人 ・ 地 域 ・ 産 業 を 創 造 す る 積 極 的 投 資 戦 略

「産業」への投資戦略＝産業団地の構築

次世代型産業パーク整備及び誘致事業
予 算 4,700千円


